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1. はじめに 

2008年の鉄系超伝導体の発見以降、様々な種類の
鉄を含む超伝導体が発見され、その超伝導発現機構
が盛んに議論されている。一方、応用に目を向ける
と、臨界電流特性が最も重要であることは言うまで
もない。我々は、良好な臨界電流特性を示す
BaFe0.93Co0.07As2単結晶において、電気抵抗率の温度
依存性（ρ-T）および電流-電圧（I-V）特性の精密測
定から、この系で銅酸化物で発見されたのと同様の
磁束グラス転移が起きていることを初めて確認した。 

 
2. 実験 
 実験に用いた BaFe0.93Co0.07As2単結晶（Tc ~ 24 K）
はセルフ-フラックス法により作製された[1]。試料の
一部は HIMAC（放医研）において 800 MeV の Xe
イオンの照射（BΦ=2 T）を行った。ρ-Tと I-V特性の
測定には直流４端子法を用い、ナノボルトプリアン
プを用いて 1 nV以上の電圧分解能で測定を行った。
接触抵抗を下げるため Sn はんだまたは金のスパッ
ターを用いた。 
 
3. 結果と考察 
 図１に H//c における 17 T までの磁場下での電気
抵抗の温度依存性を示す。超伝導転移はほぼ平行に
シフトしており、より異方性の大きい SmFeAsO0.85

とは対照的である[2]。ゼロ抵抗付近で抵抗の温度依
存性が尾を引いている。磁束グラス理論によるとグ
ラス転移温度（ Tg）付近において電気抵抗は
ρ∼|T−Tg|ν(z+2−d)のように変化することが予想されてい
る[3]。ここで、ν、z、d は静的臨界指数、動的臨界
指数、磁束系の次元性である。図２に H = 4 Tにお
ける I-V 特性の温度依存性を示す。Tgをはさんで下
に凸から、上に凸の曲線に変化している。これらの
曲線をスケーリングするよう臨界指数を決定するこ
ともできる。図３に、ρ-T測定および I-V測定からそ
れぞれ決定した臨界指数 s=ν(z-1)の磁場依存性を、
未照射試料と照射試料について示す。未照射試料で
は sは低磁場で約 6であり磁場依存性は弱い。この
振る舞いは、YBCOで観測されたものと値および磁
場依存性共一致している。照射試料では sは約 4で
あり、ここでも磁場依存性は弱い。重イオン照射に
より柱状欠陥を導入した YBCOでは sは１程度と報

告されており、今回の測定とは異なる。これは、800 
MeVの Xe照射による欠陥が柱状欠陥でないことを
示唆している。また、s の磁場依存性が弱い事実は
SmFeAsO0.85 単結晶における大きな磁場依存性と対
照的である[2]。物理的には、今回の磁場範囲では、
ある一つのユニバーサリティクラスに属する磁束系
の転移（磁束グラス、または Boseグラス）が観測さ
れているはずなので、臨界指数 s が磁場依存しない
方が自然であると考えられる。 
 
4. まとめ 
 BaFe0.93Co0.07As2 単結晶において磁束グラス転移
の観測に初めて成功した。臨界指数は、大きな磁場
依存性を示さず、一つのユニバーサリティクラスに
属する磁束相転移を観測したことと矛盾しない。 
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Fig.1: Temperature 
dependence of resistivity for 
H//c in a pristine 
Ba(Fe0.925Co0.075)2As2 at µ0H= 
0, 0.1, 0.5, 1, 2, 4, 7, 10, 11.5, 
13, 15, and 17 T. 

Fig.2: I-V characteristics at 
µ0H = 4 T of a pristine 
Ba(Fe0.925Co0.075)2As2 from 
T=19.8 K and 22.5 K. 

Fig.3: Magnetic field 
dependence of the critical 
exponent for a pristine and 
800 MeV Xe irradiated 
Ba(Fe0.925Co0.075)2As2. 


